
いのちを見つめる強調月間

～“いのち“は、誰のもの？～



あるお母さんと子どもの物語

元気な二人の兄弟！でも、実は・・・・・



お母さんのお腹に新しい命が宿りました・・・

しかし･････



どのような選択がベストだったのだろうか？？

あなたが、この子のお父さん、お母さんだったら、
どのような選択をしますか？



ここにいることは、＜ ＞ではないだろうか！？

我々は、いのちを与えられ、日々、生きていくことができている。
「生きること」が当たり前すぎて、そのありがたさや奇跡への畏敬を忘れてないか？

しかし、世の中には、そうでない人もいるのも、事実。
世界に眼を向ければ、なおさら厳しく過酷な現実がある。



あなたは、
生きていることに
感謝していますか？

自分を大切にしていますか？



自分を大切にしていますか？

他人を大切にしていますか？



そして、この世に生んでくれ
た、お父さん、お母さんに感
謝していますか？



あなたの“いのち”は誰のもの？



終


